
私 の 山 ス キ ー の 楽 し み 方

26期  畠山 潤

26期の畠山です。住んでいるところは新潟県

上越市、水族館の隣で、窓を開けると日本海が

広が り潮の香 りがする。夏は最高だが、冬は荒

れ狂う海と強風の毎日である。転勤で 4年ほど

前に群馬から引つ越 してきた。

家族構成は妻と子供が二人。妻とは私が仕事

でつくばの電総研にいたときに知 り合つた。そ

の当時彼女は電総研の山岳会に入っており、何

度も一緒に山行を供にした。昔段から山の話が

できるパー トナーであり、植物園の研究員だつ

たので私の高山植物の先生でもある。

OBに なってから山スキーを中心にした山行

を続けている。山スキーの魅力を語つた本は山

ほどあるが、私の場合は雪山登山のラッセルに

おいて、スキーは絶大な効果を発揮することを

知ったのがきっかけである。ワカンで腰まで潜

る雪でもスキーだったらスネく
゛
らいですむ。下

りのスピー ドは更に圧倒的である。単独登山で

は、な <て はならない道具であり、スキー登山

の快適さを覚えてしまったらワカンを履いての

雪山はもうできない。

`85年のゴールデンウィークに自山からベル

クハイムまでの縦走をしたことがある。殆どが

雪の尾根の経走だつたので単調に歩くだけでよ

く、比較的スムーズに 2泊 3日 でベルクハイム

に下山できた。 しかしこの時スキーを持つてい

れば、もっと刺激的な縦走 (笈からの滑降など

考えただけでわくわくする)に なったはずであ

り、更に 1泊 2日 に短縮できたと思う。

`86年早春には岐阜県平瀬から入山し、別

山東尾根を登って、加越国境を経て大日岳、火

燈山の尾根から、山中温泉に下 りて日本海まで

歩いた。 1週間かかつたが、この時はスキー縦

走だつた。

OB2年 の卒業まで自山、医王山、加越国境、

犀奥の山々をスキーを履いて頻繁に登った。残

念だったが登れなかったのは 2月 の高三郎山の

クラコシ尾根 (新道)だ。厳冬期の自山も、美

女坂に掘つた雷胴で 1週間粘った後に退却させ

られた。このころあくまでもスキーは歩行用の

補助手段であり、ワカンの代わ りであった。

卒業 してからはしばらくゲ レンデスキーに興

じ、スキーテクニックの向上に努めた。歩 くス

キーだけでなく滑降をメインとした山行をや り

たかったからだ。

このころ住んでいた群馬県安中市は妙義山の

麓で、谷川岳、尾瀬の至仏山、浅間山には車で

1時間程度のところにあつた。

6月 中旬まで滑走可能な谷川岳芝倉沢はよく

通った。ゲ レンデスキーヤーが集まり、競技用

のポールが立てられるマチガ沢と違い、一の倉

岳の ビークから滑走可能な山スキーヤーだけの

静かなロングコースだ。 一の倉沢も―度滑っ

たが、急なだけで滑走距離が短かった。やはり

頂上から滑走するのは気持ちがいい。マチガ沢

もオキの耳ピークからの滑走が可能だと思うが、

頂上直下はかな り急でスーパーテクニックが必

要だ。谷川岳では芝倉沢がベス トだ。

11年ほど前、高崎の ICIス ポーツ店で長

さ60cmの スキーを見つけた。店員によると、

春山の下山などに使うと便利という。今やゲレ

ンデでも珍 しくないファンス

キーだが、元はといえば山の道具だつたのだ。

靴の大きさと大 した変わらないこんなちっぽ

けなスキーで滑れるかどうか分からなかったが

一つ購入してみた。

次の週、会社の山岳会の日本海から栂海新道

を経て白馬岳に至る縦走に携帯 していった。短

い分だけ軽くてたいした荷物にならない。朝 日

岳の下 りで初めて滑ったが思ったほどバランス

取 りが難しくない。かなり攻撃的な滑 りも可能

だが、スキーとスタンディンググリセー ドの両

方のテクニ ックをあわせて滑るような感 じだ。

競技スキー専門のもう一人のメンバーはグ リセ

ー ドの技術がないせいかうまく使いこなせなか

った。 6月 初旬の大雪渓は完全に雪に埋もれて

おり、雪質も良かったため標高差 1400mの
滑降を満喫できた。

以後雪渓の滑降可能な夏山には必ずショー ト

スキーを携帯 した。鳥海山、飯豊山石転び雪渓、

【谷川岳芝倉沢源頭の一の倉岳頂上からの滑降】
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針ノ木雪渓、北岳大樺沢、穂高涸沢、飢岳小窓、

三の窓、長次郎、平蔵、鋼沢等、名だたる雪渓

は殆どこれで滑つた。

家内と結婚する前、一緒にゴールデンウィー

クの白山に登ったことがある。この時私は単独

一里野スキー場から入り、室堂で彼女のパーテ

ィーを待った。季節はずれの lmを越える降雪

があり、尾添尾根の天池付近で 2日 ほどビバー

クする羽目になったが、新雪を巻き上げながら

大汝峰頂上直下の滑降は気持ちよかつた。この

頃の自山はスキーヤーのメッカで、スノーボー

ドを担いでくるものもいた。

スキーのメッカといえば尾瀬の至仏山も同様

である。休日の頂上にはた<さ んの人が集い、

尾瀬ヶ原を目指して無数のシュプールがつけら

れる。白山同様、技術的に難しいところはなく、

真っ白いムジナ沢の広い斜面に飛び込むだけで

よい。滑り終えた後は、所々雪解けたところか

らのぞく水芭蕉を眺めながらの政策を楽しむこ

ともできる。

ゲレンデスキーは専ら子供を背負つて滑つて

いるが、山スキーにまで子供を連れていくのは

まだためらいがある。もう少し大きくなってス

キーの基礎を覚えたらついてくれるかどうか。

今年の冬は戸隠小舎 (カ モシカ同人のメンバー

がよく集まる)にいってクロカンスキーから始

めてみようか。子供の成長は楽しみのひとつて

もある。

昨年から再び少しずつ山に行くようになった。

子供と遊ぶ約束があるので日帰り、それも数時

間で戻つてこられるような近郊の山が殆どであ

るが。

一番良く行くのが南葉山。上越市郊外の標高

900m程 度の、医王山の様に市民に愛されて

いる低山である。

【妻と、至仏山頂上にて、

尾瀬ケ原と燿ケ岳を望む】

登リロのキャンプ場まで車で 20分、4月 上

旬ならばここから雪がある。スキーを担いで標

高差400mの 急斜面を 1時間ほど登ると斜面

が緩くなってだだっ広い頂上に着く。天気が良

ければ北は佐渡ヶ島、南は妙高、戸隠の山々が

運なる.

頂上直下は40度の傾斜で、なかなかの斜面

である。眼下に高田城の桜を眺めながら、ジャ

ンプターンで飛ばしていく。風になったような

爽快な気分になれる時間である。これに勝るの

はパラグライダーぐらいであろう。ジョギング

気分で気軽に楽しめる自分だけのゲレンデであ

る。

今年の夏山は自馬岳と飼岳に行った。 6年振

りの夏山である。自馬は猿倉からの日帰り往復

であつた。今年は残雪が多く、自馬尻小屋から

の大雪渓は稜線コルまで途切れることなく雪が

付いていた.中間の岩小屋付近の雪渓が細く、

ここが雪渓中最大35度の傾斜である。以前 6

月に滑った時とは大違い、やたらと石が多くス

プーンカットが深い。この日は強風と降雨のた

め、特に雪面が堅く、ガスで視界が効かなくな

つたため岩小屋付近は一般道を歩いて下った。

数珠つなぎで登山者が登ってきており、滑って

いる時にいちいち注目されるのには参つた。そ

もそも夏山最盛期の大雪渓を滑りに行ったのが

間違いだった。

次は鋼岳、一泊二日で長次郎雪渓へ。クライ

マーのコールが響く静かな左股を詰めて長次郎

のコルを目指す。八峰と、源次郎 2つの尾根の

フェースに囲まれた岩と雪のダイナミックな景

観はいつ来ても感動的だ。 黒部ダム、真砂沢

から来たという単独行者と話をしながら登って

いく。コル手前の大きなクレパス脇の平らな雪

面でスキーを履いてスター トする。コルから熊

の岩までの傾斜 35度の大斜面が今日のハイラ

イ トだ。スプーンカットが浅く日が当たつて緩
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んだ斜面は比較的滑 りやすい.

熊の岩の下では学生バーティーが雪上訓練を

している。学生たちは驚いたようにこちらを見

ている。思えば学生の時には夏の雪渓をスキー

で滑 り降 りるなどという山行は考えられなかっ

た。急な雪渓は危険でな場所であり、アイゼン

またはビッケルが必需品で、滑つたら即滑落停

止が常識だつたからだ。

た しかに夏の雪渓はゲレンデとは大違い、降

雨による融雪によってできた深いスプーンカッ

トは溝のようにうね り、スキーをはねとばす。

落石、クレバス、雪面は堅いし、場所によって

は転倒が許されない。階段を滑 り降りる如く足

がぶれ、ショー トスキーではパランス取 りが難

しい。平坦な雪面ではジヤンプターンで難なく

飛ばしていける斜面でもワンランク落とした慎

重な滑りになる。「快適そうで良いですね」と

声をかけてくれる人もいるが、見た日より技術

と体力が必要である。

平蔵谷は長次郎出合いより150m程 鍛沢を

登つたところから見上げることができる。長次

郎が左に緩やかにカープしているため上までの

ルー トが見渡せないのに対して、平蔵谷や三の

窓雪渓は一直線にコルまで突き上げており、好

みのルー トだ。以前滑ったことがあるが、平蔵

谷は上部が40度近くあり、スプーンカットの

雪面では私の限界に近い。 6月 頃のザラメ雪な

らジャンプターン可能な快適斜面だろう。

雷鳥沢は鋼御前小屋直下から滑ることができ

た。長次郎に比べれば緩くて柔らかく、快適な

ウェーデルンで締めくくつた。

歩きが主だった時、スキーは寸胴形で滑 りづ

らかった。滑降をメインにし始めたとき、ジル

ブレッタの ビンディングをスラローム競技用の

ゲレンデスキーに取り付けた。

今やカービングスキー全盛の時代。切れと安

定性が増した分だけ板の長さが短くなり、ワー

ル ドカップのスラローム選手でも身長よりも短

い板を履いている。私もゲレンデスキーとショ

ー トスキーをカービングタイプに変えた。来年

は山スキーも 130cmぐ らいのカービングに

変えようと思っている。体力と技術は落ちたが、

道具の力を借りて滑りのグレー ドアップを図リ

たいのである。

山スキーで行きたい山。近くは妙高山群の焼

山。ここは山スキーヤーの間で人気が高い。頂

上直下の岩尾根の急斜面はアルベン的で、標高

差 1500mの ロングコースだ.隣町の鉾ガ岳

は 1300mの 標高の割には 1000mの 標高

差で最大50度の斜面を持つダイナミックな山

容である。

北アルプスは沢山あるが、まず飼では平蔵と

三ノ窓。 白馬槍、杓子沢と大雪渓 (但 し8月

はパス)、 針ノ木岳頂上から針ノ木雪渓。穂高

なら北穂高頂上から涸沢へ。前穂の北尾根 3,

4コ ルからの滑降もダイナミックだ。北穂高か

らの滝谷と奥穂頂上からの涸沢の記録も目にし

たことがあるが私には無理だろう。

南アルプスは北岳や仙丈ヶ岳.北岳バットレ

スを滑降したものもいるが八本歯コルからでも

十分。

富士山と利尻山ももう一度行きたい。特に、

富士山は最高のパーンを提供してくれる。富士

山観測所の裏からは壁を伝って火回の底にも滑

降可能だ。

海外の山を挙げればきりがない。ヒマラヤの

ジヤイアンツやマッキンリーは無理としても、

キリマンジャロやァコンカグアは私の技術でも

大丈夫だろう。

【剣岳、長次郎雪渓熊の岩にて】
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基本的に、雪が付いていればどんなところで

も滑り降りることができる。本などに紹介され

ているルー トにこだわる必要もない。もちろん

斜面のレベルが自分の実力の許容内であるか、

雪崩や崩壊の危険がないかの確認は必要だが、

斜面を見て自分がイメージする好みのルー トを

滑り降りることができる。雪が消えたら登降不

可能な場所でも飛ばしていくことができる。自

由で、想像力をかき立てる登山だと思う。

ゲレンデスキーヤーが登ることがなく、山屋

が滑ろうとしない、そんな狭間の対象を山スキ

―ヤーが目指 しているのだと思う。

山スキーでいろいろやりたいこともあるが、

先端の半導体材料の研究に明け暮れている現在

の仕事も充実 しているし、もちろん家族 も大

である。適当に仕事をして遊びだけの人生を送

るつもりは毛頭ないが仕事に忙殺され続けるの

も問題であり、そんな狭間でも揺れている毎日

である。

・■m≧影饉
【富士山頂上付近にて】

′・沌黎層スで`五A・
urANDERN VOGEL か ら FLIEGEN VOGEl

卒業してからすでに 38年 も過ぎ、会社も卒業してしまいしたc

夜の巷 の WANIDERN VOGELか ら、空を飛ぶ FLIEGEN VOGEL の『夢』にとりつか

れています。

空に飛んでみたいとの『夢』を追って、人力飛行機作成に昨年から嵌つています。

私が FLIEGEN VOGELの『 夢』に取 り付かれた経遍をお聞き戴けま しようか ?

一昨年(1999年 )の 春未だ浅き頃でした。

会社を定年となり、ゆつくりし畑仕事などをしながら、何をしようかを考えようと思つて

いました。 しかしながら、春先では畑仕事もあまりありませんでした。

会社勤めの最後の頃、鮮度保持包装の開発をしてお り、日本包装学会に属 し、この中に

「MバMOdlfled Atmosphere)包装研究会」(鮮度保持包装研究会)と いう会を立ち上げ、退職

後も運営委員をしておりました。

この関係で、野菜の鮮度保持について興味を持ち、これらに関する文献を多数家に持ち帰

っていました。これらを抄録したり、また日寺折文献探 しに図書館に行つたりしていました。

これは私のライフワークの一つかと思つています。

それと、今まであまり帰らなかつた田舎(信州・伊那)に時折、行つたりしていました。

そのころ、ある会社の品質管理についてお手伝いの話があり、再度勤めようかとしていた

矢先に、母親が足を骨折と言うアクシデン トがあり、田舎に行く機会が多くなりそうな状

況となつて しまいました。そうなれば迷惑をかけるのではと思い、自由がきくフ リーの暮

らし(「Inく 言えば年金暮らし)を 選択 しました。
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文献読みと両親の面倒見のため田舎への往復や雑用などで殆どの時間は潰れてしまいまし

たが、これら以外に何か夢中になれる面白そうな、楽 しいものが欲 しい状態でした。

そんな折、野田市の JC(日 本青年会議前 で人力飛行機を作るとの話が伝わつてきました。

野田来てから知 りあった人が、この年の」C野田の理事長でした。

この人から、「人力飛行機を作っているので、時間があればプラスチックのことについて手

伝っていただけないか」とのことで、飛行機の製作現場に顔を出したのがことの始めでした。

正直なところ、 37年 Frllプ ラスチック関係の会社に勤めていましたが、製造・品質管理とか

開発関係の仕事でしたので、飛行機にどんなプラスチックをどこに使 うかもわからず 自信

はあまりありませんでした。

製作現場に顔を出してみて、ほとんどの人が飛行機作 りに関して素人集団との感 じでした。

プラスチックに関して、この集団なら、PriO五 tyが とれて、気楽に参加出来、少 しはお役に

立てるのではと思えました。

(飛行機の設計に関しては、野田の近所に住んでいる東大の航空工学の佐藤 と言 う先生に

相談に載って貰つているとのことでした。)

この人力飛行機の製作メンバーは前述の様に JC野田が主体で、毎週の日曜 日に集まって製

作 しているとのことでした。

」C(日 本青年会議mと はご存知のことかと思いますが、いろいろな業種の若き経営者や、次

世代の企業・商店の経営者となるべき人だちの集団です。

JC ttillが 飛行機作りに取 り組んだのは、野田を挟んで流れている利根川や江戸川の河原に

多くの単発飛行機やグライダーの基地があ り、スカイスポーツが盛んなところであり、こ

の理事長以下、」Cのメンバー数人が単発飛行機のマニアであり、空への夢を持つていたこ

とと、人力で飛行機を飛ばしてみたいとのことで、」C野田のこの年度のテーマとして取上

げ、テレビ(読売)で放送している琵琶湖の「鳥人間コンテス ト選手権大会」に出ようと企画を

していたとのことでした。

したがつて、人力飛行機作成メンバーは 30代の」C会員を中心にし、市報などで募集 した

とのことでした。中・高生も多数参加 していました。

σC野田として青少年の健全育成もテーマの一つであったそうです。)

このような集団に首をつっ込み始めました。飛行機作 りに参加 した中では、私が最年長で

した。

私よりわずかに若い板金屋さんがいて、二人が 60代でした。

尤も、私が現役でしたら参加 していたかどうかもわか りません。

野田は夜遅く、酔つ払つて寝に帰るところで滞在時間は数時間しかなく、市報など読んだ

ことも無く、ましてやスカイスポーツが盛んのところなどは始めて開く話でした。

そ うそ う、この飛行機作 りの椰商の名前は『 素びたぃ野田 !塗でいい野田 !』 といい、作

つている飛行機は『坂東大郎』号と呼んでいました。

この『素びたい野田 !壁でいい野田 !』 のメンバーは、前述の様に JC野田が主体でしたの

で、職業は種々雑多で大工、運送屋、蕎麦屋(こ の年のパイロットは蕎麦屋の後継ぎでした)、

肉屋、電気屋、板金屋、テン ト屋、なんとかファンクラブ事務長やデザイナー等々と前述

の中。高生たちで、地域社会の結図のようでした。            .
しかしながら看護婦さんはいましたが、お医者さんと坊さんはお りませんでした。
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飯東大郎号二面図

さて飛行機の話に戻します。この『坂東太郎』は複葉機でした。

なんの知識もテクニックも持たず、しかも詳細な図面も無く、作り始めました。

毎週日曜日の昼間に集まりわいわいと楽しく始りました。           ~

機体は上翼長が 15メター、全長 6.5メターほどの双葉機でした。 傷 略設計図 I)

3月 頃から琵琶湖の「鳥人間コンテス ト選手権大会」へのエントリーの準備を始めていたと

のことでした。           .
尚、琵琶湖に出場することは、かなり難かしく、毎年エントリーする数は 5～ 6倍 とのこ

とを初めて知りました。

(エントリーすれば簡単に、誰でも出られるものだと思つていました。出場は毎年 14～

16チームですから、全国で100近いチームがあるとは驚きでした。)

当然、飛べる機体である事が必須条件ですが、民間のテレビ (読売テレビ)の主催であり視

聴率も重要であり、このため話題性のあることも必要だそうです。

私が参加し始めた 3月 頃は、琵琶湖に出場出来るかどうか分りませんでした。

最初は半分冷やかしのつもりで参加 していましたが、数回製作現場に顔を出しているうち

にだんだん面白くなつて来ました。

機体の作成がだんだんと進み、飛行機がが姿を現し始めると、更に熱が入つて来、更に面

白くなり、毎日曜日に作成現場に行くのが楽しみとなつてしまいました。

作つた飛行機を飛ばしてみたいという『夢』が大きくなり始めて来ました。

この頃から、日舎に行く頻度が増えて来ていましたが、野田に戻つている時の日曜日は朝

から弁当を持つて製作現場に行つていました。

5月 に正式に「第23回鳥人間コンテス ト選手権大会」(琵琶湖)に出られるとの朗報が入 り

ました。

今まではただ面白くテレビを見ていただけでしたが、こんどは出場する側となると、おの

ずと力が入るものです:

それからは製作に一段と熱が入り、日曜日の飛行機作り、がさらに楽しみとなつてきまし

た。
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また琵琶湖に間に合わせる為に、6月 の末頃からは、野田に帰つている時は週日の夜も製

作現場に行くようになり、急速にのめり込んでしまいました。

特に琵琶湖に送り出す 1～ 2週間は半徹夜状態で、蚊に食われながら、飛行機作成に熱中し

ました。

チームの皆は、少しでも遠くに飛ばそうとの『夢』を抱き、一生懸命でした。

やつと完成にこぎつけ、

しました。

7月 28日 に琵琶湖へと機体を送り出し、後を追って琵琶湖入 り

琵琶湖で調整をし、フライ トの日は夜明け前から最終組み

立てをし、ようようのことでプ ラットホームに運び_Lげま

した。

プッラ トホーム Lが ってみて、今までテ レビで見ていた時

とは全く違ったもので、やつと ここまで来ることが出来

たという感動が湧きあがりました。

後は空に舞いあがり、鳥の様に遠くまで飛んでくれ !と 祈

る気持ちでいつぱいでした。

しか しながら、我が愛機『坂東太郎』号がプラットホームに_Lが った時は、風は背風(陸か

ら湖水に)で強く、時折横風も混ざり、飛行機を飛ばすのには最悪の条件でした。

飛行機を飛ばすのは僅かの向い風か、無風が最適の様です。

機体が風で壊れてしまわないかと心配 しながら、どうか早く神風(向い風)が吹いてくれと祈

りましたが、祈りはついに通 じませんでしたc

背風のなか、スターターの合図で、風の弱くなつたと思わ

れた時に押しι七しました。が、風を捉まえることはできま

せんでした。

結果は無残にも2475メ ートルの 12位 (出場 15チーム中)で し

プラットホームに立ち、機体を押 し出した時の感動は、今

まで味わったことの無い、非常

にすばらしいものでした。

『これで夏は終わってしまつた !!』

無念のプラットホームから降 りる時は、また来年も琵琶湖に来るぞ !も つと飛ぶ飛行機を

また作るぞ !そ して来年もここに立つぞ !と 。

鳥人間コンテス ト選手権大会について。

第 1回は 1977年に琵琶湖で開かれ、第 10回大会から滑空機、人カプロペラ機等の部門が

出来てきたようです。

RALLYと 称 し、第 2回 から世界大会として
」APAN INTERNATIONAL BIRDMAN

認められているようです。

昨年(第 23回 )は 3部門(チ ャレンジ部門 :ユニークの発想による飛行機(今年度は中止となつ

た)、 滑空機部門と人カプロペラ部門)が ありました。

我が『素びたぃ野田 !空でいい野田 1』 チームの『 坂東太郎』号は人カプロペラ部門に出

場 しました。

この人カプロペラ部門へ出場チームは最近、学生主体のチームが殆どのようです。我がチ

ームはメンバー構成も雑多な、地域色のぶんぷん匂う異色のチームでした。
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応援も野田から、市長を先頭にバスをチャーターして駆けつけて来てくれました。

後 日テレビで見ると、我々の飛行機より、市長の方にカメラが向いていたようです。市長

が「鳥人間コンテスト選手権大会」の出場チームの応援に来たのは始めてであつたようです。

これで市長も人力飛行機に目が向いて、今年度(2∞0年度)の飛行機作成につながりました。

琵琶湖から帰り lヶ 月はお盆などで殆ど田舎で過ごし、 9月 に野田に戻つている時にメー

ルが入り今年度(2000年 )も挑戦をしようとの話が出ました。

1999年度は野田JCが主体でありましたが、今年度は市民団体として参加することになり、

当然、製作メンバーに参加することにし、再び琵琶湖を目指す『夢』を見始めました。

市民団体としてのスター トですから、資金集めから始 りました。因みに、メンバーは年会

費 2万円でした。昨年はJC野田の予算で会費無しのボランテアでしたが。

前年のチーム名を引き継ぎ、『柔びたぃ野田 :整でいい野田 !』 とし、飛行機は『坂東太郎』

2号 としました。

たまたま、今年は野田市・市制 50周年で各市民団体から記念イベン トの募集があり、これ

に応募 しました。

市からの助成金が目当てと、市制 50周年という話題でテレビ局にアピールすることを狙い

ました。

(昨年、市長が琵琶湖でテレビに出たことが助成金獲得に影響したのではと思つています。)

資金の市からの助成金を目当てにし、骨格をカーボンファイバー (C‐FR動 として最終設計

をし始めました。

昨年の秋から暮れにかけては、数回ミーテイングを開き、どのような機体にするかなどを皆

でわいわいと議論 しました。

設計担当が決まり、年が明けてから製作に取りかかることとしましたが、C‐FRPの手配等

で本格的に製作に取 りかかつたのは今年も3月 頃からで した。

(尚、昨年はジュラル ミン製のパイプで製作 しました。)

我々のチームは、設計図と趣意書を鳥人間コンテス ト選手権大会事務局(読売テレう に提出

し、出場要請書などを、市長や多くの小学生から書いて貰い、読売テレビに郵送、市制 50

周年記念イベン トを前面に出して PRを計つたとのことでした。

このへんのことは、私のように、市長の名 と顔を昨年始めて知つたようなものには思いも

っかぬことで、このようなことを計画し実行したメンバーの根回しに脱帽です。

t_---]J--------r.-
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さて今年の飛行機は昨年 とは違い単翼で、翼長が 29メ ー トル、機体長 8.6メ ー トル、総

重量約 50キ ロ(実際には 60キロ近くになつたようでした)の設計でした。 (概略設計図Ⅱ)

琵琶湖への輸送を考えて、翼は 7分割、機体は 2分割で作成 しました。

多分今年の出場 した飛行機の中では翼の長さは 1, 2番でした。

29メ ー トルといえば、想像 している以上に、はるかに大きいものです。

昨年は経験が無くまったく手探 り状態でなにも分らず、作成しましたが、今年は東大(東京

大学飛行理論実践委員会 F― tec)、 日大(日 大理工学部航空研究会)チームに見学や、教えて貰

らたりし、作 り始めました。

彼等のところに行けば、WVKワ ングル)時代にタイムスリプしたようで、むしょうに懐かし

く感 じました。

他のチームはどこそこでテス トフライ トをしたとかの情報が彼等との関係でよく入つてき

ました。

テス トフライ トと言えば、昨年は、完成するのがぎりぎり間に合つた状態であり、出来ま

せんでした。

(尤 も、テレビに出ることが第一で、テス トで機体が損傷 したらの心配で、テス ト無しの一

発勝負でした。)

今年こそはテス トフライ トと思つていましたが、資金の目途のつくのが遅れ、機材(C‐FRD
の手当てがずれ込んでしまい、機体の製作が遅れ、昨年の二の舞となってしまいました。

テス トフライ トもせずに出場 したのは我がチーム位ではなかろうかと思つています。

私は、今年は田舎での時間が長くなって来ていました。

両親の介護は、良くなることは期待出来ず、衰えていくばかりで、非常に淋 しいものがあ

ります。

(良 くなることが期待出来る介護であつたらと願つてお ります。)

昔の単身赴任の再来となつて、土日に飛行機作 りに野田に帰 り、また田舎へとい う状況に

なって来ていました。

飛行機製作のメンバーも増え、最年長は 4歳年上の人が参加 してきて 60歳代が 4人 となり、

この老齢パワーのカルッテ トが機体製作のメインとなって進めました。
`

もちろんこのカルテットの皆さんは仕事(自 営、会社勤め)が あり、私は田舎からとのことで

日曜 日の飛行機の製作が主でした。

翼の リプの切出し、製作、機体の加工など、昨年に比べると格段の進歩であり、お互いの

智慧と経験を出し合つて進めました。

昨年は全くなにも知らずの状態で、盲ら蛇にお じずで作つたものだと感が強く、今年は、

まあまあ納得が出来る飛行機が出来たと思つていました。

それでも、まだまだ改善の余地があり、更に来年はより以上のものをと思つています。

やはり、製作については、伝統と技術 。経験の積み重ねが必要であると痛感 しました。

経験の積み重ねと言う伝統は大きな「財産」です。

さて、今年も琵琶湖へのタイムリミットが近づいてしまい、分割 して作成 した機体を最終

に近い状態で組込んだのは 7月 20日 でした。

かなり大きな工場を借 りて組みましたが、それでもいぱいでした。  (写真 3)

私達のチームは工場を休 日に借 りることが出来ましたが、よそのチームは広い場所がなく

苦労 しているようです。
-95-



このような状態でしたので、今年もぶつつけ本番を余儀なくされました。(一番の反省点で

す。テス トフライ トとは機体の修理、作 り替えなどを考えれば、 2～ 3ヶ 月前に完成 させ

るべきであると思つています。)

7月 に入つてからは昨年同様徹夜状態が続きました。皆、昼間は仕事があり、現場に集ま

るのは 19時過ぎで、毎晩 1時 , 2時頃迄作つていました。

写真 3 2号 の組立

写真 4 プラットホームヘ運ぶ途中。私です。

私は田舎の方は姉妹やヘルパーさん達に任せて、我まま言つて野田で飛行機作 りに専念 し

ました。

昼間は今まで出来なかった諸々の整理や、家の雑用で過ごし、夜は飛行機作 りで、ライフ

ワークと思つていた文献調査等の図書館通いも、どこかに消し飛んでしまっていました。

7月 の 24日 にはどうやら完成の日処がつき、細かい手直 しをし、 26日 夜に トラックに

積み込み、晴舞台の琵琶湖への準備をし、翌 27日 に琵琶湖入 りをしました。

28日 には琵琶湖で操縦席の組み込みや、機体検査などで遅くまで砂浜で最後の調整をし

ました。

夜は野田から市長を始めとする応援団のバスが着き、前夜祭で盛 り上がり、二次会まで付

き合い、 12時過ぎまで飲んでいました。

29日 、待ちに待った晴舞台の日、 1年の総決算の日です。

【当日の日記から】

「400起床。昨夜の酔いが未だ覚めておらず。皆と琵琶湖のピットに急ぐ。

だんだん明るくなり、快晴に近い。風よ我々が飛ぶまで凪でいてくれと祈る。

組み込みは 8.30に終了。主翼の繋ぎ日のパネルに狂いが出てしまう。現寸合わせで作成 し

たが、後縁部の取 り付けに問題があつたと思われる。やはり事前に組み込んで見るべきで

あつた。今更後悔 しての間に合わず。なんとか押込んで、嵌める。

なお、́主翼下部のワイヤーも本 国始めて張つたので弛み加減が分らず。これも反省材料。

組みあがつた機体は非常に美しい姿である !! 約 1年の汗の結晶だ。

830か らプラットホームヘ運び込む。やさしく、傷つけぬ様にそつと運ぶ。 (写真 4)

プラットホームに機体を上げるのは、大きくて大変であつた。

プラットホームに立ったら、昨年の感動が戻つてきた。これはプラットホームに立ったも

のしか味わえないもである。

幸い風も凪いでお り、絶好の飛行機 日和である。フライ トが 13番 目で風向きを心配 して

いたが、最高のコンデションだ。
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写真 5 飛翔スター ト            写真 6 今年2000年ブ

飛翔、プラットホームから押 し出す。綺麗に飛び出したが飛び出し角度が高すぎた

失速、一舜の、数秒の夢であった。…… 32.85メートル      (写 真 5, 6)
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『これで今年の夏も終わつてしまった

2000年7月 29日

【人カプロベラ機部門】

我が飛びたい野田 !

空でいい野田 !チーム

テイクオフ寸前.

コンテスト選手権大会

飛行機研究会
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写真 6 今年2000年プラットホーム
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(なお、今年は大阪府大 堺 風車の会が7,946メ ー トルで 1位で、東大飛行理論実践委員

会 F‐ tecが 1,308メ ー トルで 2位、日大チームは95メ ー トルとのことでした。

(成績表と我がチーム)

傷心の状態で機体を撤収し、帰途につき、茫然自失の夏が過ぎ、再び来年の『夢』を見始

めました。

来年こそはもつと風を掴み、もつともつと遠くへ飛ばそうと !!

飛行機は発泡スチロール(翼のリブ、プロペラ)、
スチレンペーパー、パルサ材、PETフイル

ムと C_FRP。 駆動系は自転車のペタルやチエン利用。変速機。エポキシ系接着剤をメイン

にして組み立てました。制作費は 1号機が約45万円、2号機は160万円程でしようか。

まだ会計報告は聞いておりませんが C‐FRPに 100万円以上かかつたようです。

C‐FRPが安く手に入ることが出来るルー トがあればお教えください。

どうも、くどくどした『悪夢』の話をお聞き頂き有難うございました。

9月 11日 、東海地方は記録的豪雨に浸りました。全国に散るワンゲルOBの中にも

この災禍に遭遇された方達がいます。すぐメールで知らせていただいた11期森川さ

ん、17期渡辺さん。そして、克明な原稿でお返事いただけた37期柴田さん.

公の報道では抜けてしまうような混乱模様をお読みとり下さい。また、そんな緊急

時、ワンゲルのお父さん、お母さんがいかに頼もしいものか !自 負を持たれるとと

もに、それにかこつけて着々とワンゲル装備をゲットされることをお勧めします。

尚、柴田さんには多数の現場写真を同封していただきました。見慣れた風景が浸

水していく驚愕が、見たこともない景色の方にはそのニュース性が伝わりにくいで

あろうという当方の判断により、一部の紹介とさせていただきます。お詫び申し上

げますとともに、地域の皆様を含め、一日も早い復興をお祈り致します。  /

37期 柴田 祐介

9月 11日 、仕事が終わつて地下鉄名古屋駅の改札を出るまでは、街の様子は日頃の雨の

日と変つたところはなかつた。名駅の地下街に異常に人が多いので 「名鉄 。JRが止まつ

た ?」 と感 じ、確認のため両改札口に近づこうとしたが、すでに人だかりで確認するまで

もない。周 りでは携帯で連絡をとろうとする人、公衆電話に並ぶ人、タクシーの列に並ぶ

人、階段に座 り込む人、改札の駅員の兄ちやんに復旧のめどを聞く人など。

数年に 1度 ぐらいは台風等で電車が不通になることもあるので、今回の雨も「そういう

規模の雨なんだ」と感 じたが、帰る手段に心配はなかつた。自宅は名古屋駅から約 3キ ロ、

歩いて 45分、西枇杷島町である。

2・ 3年程前に台風の影響で電車が不通になつたときは、自宅はすでに停電していたが、

今 日はまだ送電されているので、「たいしたことないのかな ?」 と思つていた。テレビでは

知多の竜巻、電車の不通、地下鉄の駅が水没など。さしあたり、現在の自分に直接影響の

ない話題がニュースになつている。22時頃、歩いて 30秒の庄内川の堤防 (比高約 3メ ー ト

ル)に上がる。堤防上は遠くのほうに消防団の車と付近の人が何人か見えるだけ、庄内川

の水位は堤防の上まであと2メ ー トルぐらいで、流れはかなり速い。ニュースでまだ雨が

降りつづけるといつているのが気掛かりだが、庄内川の水位も自分で確認 したし、明日も

平日なので 12時前にはフ トンにもぐりこむ。

9月 12日 、午前 1時頃、夢の中で 「西枇杷島町に避難勧告が出ました」とい うアナウ

ンスを開いた。 日覚めると、家族も起きてきた。外に出ると近所の人も出てきてお り、今

後どうしようか相談している。 というのも、西枇の避難場所は全て自宅のある道路面 (県
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